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(54)【発明の名称】 電子内視鏡の撮像ユニット

(57)【要約】
【課題】周囲に配置された内蔵物の接続部と干渉するこ
となく、対物光学系と固体撮像素子との芯出し調整を行
うための調芯用クリアランスを十分に確保することがで
きる電子内視鏡の撮像ユニットを提供すること。
【解決手段】対物光学系１１と固体撮像素子２１との芯
出し調整を行うための調芯用クリアランス３１を、対物
光学系ユニット１０と撮像部支持筒３０との間に設け
た。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】対物光学系が一体的に組み付けられた対物
光学系ユニットと、固体撮像素子が電子回路と共に一体
的に組み付けられた固体撮像素子ユニットとが、内視鏡
の先端部本体に組み付けられる撮像部支持筒に対して固
着された電子内視鏡の撮像ユニットにおいて、
上記対物光学系と上記固体撮像素子との芯出し調整を行
うための調芯用クリアランスを、上記対物光学系ユニッ
トと上記撮像部支持筒との間に設けたことを特徴とする
電子内視鏡の撮像ユニット。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、挿入部の先端に
内蔵された固体撮像素子によって観察像を撮像するよう
にした電子内視鏡の撮像ユニットに関する。
【０００２】
【従来の技術】電子内視鏡の撮像ユニットは一般に、対
物光学系が一体的に組み付けられた対物光学系ユニット
と、固体撮像素子が電子回路等と共に一体的に組み付け
られた固体撮像素子ユニットとが、内視鏡の先端部本体
に組み付けられる撮像部支持筒に対して固着された構成
をとっている。
【０００３】図５は、そのような従来の電子内視鏡の撮
像ユニットを示しており、１０は、対物光学系１１が一
体に組み付けられた対物光学系ユニット、２０は、固体
撮像素子２１が電子回路２３等と一体に組み付けられた
固体撮像素子ユニット、２４は、固体撮像素子ユニット
２０から後方に延出する信号ケーブルであり、対物光学
系ユニット１０と固体撮像素子ユニット２０とが共に撮
像部支持筒３０に対して固着されて全体が一体化されて
いる。
【０００４】このような従来の電子内視鏡の撮像ユニッ
トにおいては、組み立て時に対物光学系１１と固体撮像
素子２１との芯出し調整を行うための調芯用クリアラン
ス３１が、固体撮像素子ユニット２０と撮像部支持筒３
０との間に設けられている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】調芯用クリアランス３
１が設けられている部分は、その分だけ撮像ユニットの
外径寸法が大きくなるが、図４に示されるように電子内
視鏡の撮像ユニットが先端部本体１に組み付けられた状
態では、調芯用クリアランス３１が設けられている部分
（即ち、固体撮像素子ユニット２０が撮像部支持筒３０
に嵌め込まれている部分）は、先端部本体１の後半部分
からさらにその後方に至る部分に位置している。
【０００６】しかしその付近は、ライトガイド２、処置
具挿通チャンネル３、チューブ類４，５その他各種内蔵
物の接続部が密集して配置されていて、内視鏡の挿入部
内において各内蔵物間に最も隙間がない部分である。
【０００７】そのため、調芯用クリアランス３１を十分
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に設けようとすると周囲に配置された内蔵物の接続部と
の干渉が生じて、ライトガイド２のファイバー本数を減
らしたり、処置具挿通チャンネル３を細くするなど、内
視鏡としての主要機能をダウンさせざるを得なくなり、
それを避けようとすると十分な調芯用クリアランス３１
を確保することができないため、観察画像の周辺が不鮮
明になる恐れがあった。
【０００８】そこで本発明は、周囲に配置された内蔵物
の接続部と干渉することなく、対物光学系と固体撮像素
子との芯出し調整を行うための調芯用クリアランスを十
分に確保することができる電子内視鏡の撮像ユニットを
提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の電子内視鏡の撮像ユニットは、対物光学系
が一体的に組み付けられた対物光学系ユニットと、固体
撮像素子が電子回路と共に一体的に組み付けられた固体
撮像素子ユニットとが、内視鏡の先端部本体に組み付け
られる撮像部支持筒に対して固着された電子内視鏡の撮
像ユニットにおいて、対物光学系と固体撮像素子との芯
出し調整を行うための調芯用クリアランスを、対物光学
系ユニットと撮像部支持筒との間に設けたものである。
【００１０】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１と図２は本発明の実施例の電子内視鏡の
撮像ユニットを示しており、図１は側面断面図、図２は
正面図である。
【００１１】図中、１０は、複数のレンズからなる対物
光学系１１が円筒状の対物光学系支持筒１２内に固着さ
れて一体化された対物光学系ユニットであり、組み立て
時に各レンズを対物光学系支持筒１２に嵌め込むことに
よって、各レンズ間の光軸のずれが所定内におさまるよ
うになっている。
【００１２】２０は、固体撮像素子２１が電子回路２３
と共に一体的に組み付けられて絶縁テープ２６によって
被覆された固体撮像素子ユニットであり、後方には信号
ケーブル２４が延出している。２７はレーザ光カットフ
ィルタである。
【００１３】撮像部支持筒３０は、固体撮像素子ユニッ
ト２０が内側に固着された四角筒状の固体撮像素子支持
筒３０ａと、対物光学系支持筒１２と連結するために前
面に連結孔３２が形成された連結筒３０ｂとが、一体的
に固着連結されて形成されており、外周面には絶縁テー
プ３３が被覆されている。
【００１４】固体撮像素子支持筒３０ａは、絶縁テープ
２６が被覆された固体撮像素子ユニット２０の外面にピ
ッタリと被嵌されるサイズに形成されている。組み立て
時に固体撮像素子支持筒３０ａと固体撮像素子２１との
間の芯出し調整を行うためのクリアランスは設けられて
おらず、固体撮像素子ユニット２０は対物光学系ユニッ
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ト１０より先に予め撮像部支持筒３０に固着される。
【００１５】対物光学系ユニット１０と撮像部支持筒３
０とは、対物光学系支持筒１２の後端部付近が連結筒３
０ｂの連結孔３２に嵌め込まれて接合されることにより
一体化される。
【００１６】ただし、連結孔３２の内径寸法が対物光学
系支持筒１２の後端部分の外径寸法より直径において例
えば０．２～１．２ｍｍ程度大きく形成されていて、そ
の結果、対物光学系１１と固体撮像素子２１との芯出し
調整を行うための調芯用クリアランス３１が０．１～
０．６ｍｍ程度の大きさで設けられている。
【００１７】図４は、挿入部の先端部分を略示してお
り、撮像ユニット（１０，２０，３０）が配置された先
端部本体１には、照明用ライトガイド２、処置具挿通チ
ャンネル３，送気送水チューブ４，５等あらゆる内蔵物
の先端部分が後方から接続されている。
【００１８】調芯用クリアランス３１は、対物光学系ユ
ニット１０と撮像部支持筒３０との結合部に設けられて
いることにより先端部本体１の先端寄りに位置するの
で、各内蔵物の接続部と干渉しない。
【００１９】したがって、電子内視鏡の撮像ユニットが
各内蔵物の接続部と干渉することなく、必要にして十分
な量の調芯用クリアランス３１を確保することができ
る。また、光学像投影の理論上、対物光学系ユニット１
０が固体撮像素子ユニット２０より小さな径に形成され
ることになるので、撮像部支持筒３０を全く太くするこ
となく十分な量の調芯用クリアランス３１を確保するこ
とができる。
【００２０】このような電子内視鏡の撮像ユニットを組
み立てる際には、例えば図３に略示されるように、チャ
ート５２に対して所定の位置関係に配置された固定支持
材５１に対物光学系ユニット１０を固定し、予め固体撮
像素子ユニット２０が固着された撮像部支持筒３０を可
動支持材５３，５４に取り付ける。
【００２１】そして、可動支持材５３，５４を微動さ
せ、調芯用クリアランス３１の大きさ範囲内で対物光学
系ユニット１０に対して撮像部支持筒３０を移動させて
対物光学系１１と固体撮像素子２１との間の芯出し調整
を行い、信号ケーブル２４を経由してモニター画面に表
示されるチャート像を確認して、対物光学系１１と固体*
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*撮像素子２１との中心のずれが所定以内になったら、対
物光学系ユニット１０と撮像部支持筒３０を接着剤等で
一体的に固着すればよい。
【００２２】
【発明の効果】本発明によれば、対物光学系と固体撮像
素子との芯出し調整を行うための調芯用クリアランス
を、対物光学系ユニットと撮像部支持筒との間に設けた
ことにより、調芯用クリアランスが内視鏡の先端部本体
の先端寄りに位置するので、周囲に配置された内蔵物の
接続部と干渉することなく調芯用クリアランスを十分に
確保して、内視鏡としての主要機能をダウンさせずに芯
出し調整を良好な状態に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の電子内視鏡の撮像ユニットの
側面断面図である。
【図２】本発明の実施例の電子内視鏡の撮像ユニットの
正面図である。
【図３】本発明の実施例の電子内視鏡の撮像ユニットが
調整治具に取り付けられた状態の側面断面図である。
【図４】内視鏡挿入部の先端部分を略示する透視図であ
る。
【図５】従来の電子内視鏡の撮像ユニットの側面断面図
である。
【符号の説明】
１  先端部本体
２  ライトガイド（内蔵物）
３  処置具挿通チャンネル（内蔵物）
４，５  送気送水チューブ（内蔵物）
１０  対物光学系ユニット
１１  対物光学系
１２  対物光学系支持筒
２０  固体撮像素子ユニット
２１  固体撮像素子
２３  電子回路
２４  信号ケーブル
３０  撮像部支持筒
３０ａ  固体撮像素子支持筒
３０ｂ  連結筒
３１  調芯用クリアランス
３２  連結孔

【図２】
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